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ルネサスフラッシュプログラマ用ボード ＲＦＷ１取扱説明書
暫定版 2024.12.25

ＲｏＨＳ指令準拠品
有限会社 ビーリバーエレクトロニクス

●特徴
ルネサス社が提供している無償プログラム書き込みソフト ルネサスフラッシュプログラマ用書き込みボードです。ＰＣのＵＳＢと接続

し、本器とマイコンボード間を専用ケーブルで接続することで、ＣＳ＋ などで作成したｍｏｔファイルを弊社ＲＬ７８_Ｇ２４_Ｇ６ボ

ード等に書き込むことが出来ます。

●製品に同梱されているもの

・ルネサスフラッシュプログラマ用ボード ＲＦＷ１×１

・書き込みケーブル ３０ｃｍ ×１

・電源ケーブル ３０ｃｍ ×１

・ＵＳＢケーブル １．５ｍ ×１

●主な機能

・プログラムファイルはインテルヘキサ、モトローラＳ、バイナリーフォーマットに対応

・通信インターフェイスはＵＳＢを使用します。

・チェックサムの計算

・ブランクチェック、消去、書き込み、ベリファイ、読み出し、フラッシュオプション設定と取得、チェックサム等

・複数のコマンド（消去、書き込み、ベリファイ等）の連続実行。

・プログラムファイルの複数同時選択
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電源： ＵＳＢポートから取るので不要です。また、本器からＣＰＵボードに電源（＋５Ｖ、＋３．３Ｖ）選択可能。

書き込みコネクタ： Ｂ３Ｂ－ＥＨ ＪＳＴ コネクタ実装済み。ケーブル添付。

基板サイズ： ３９×３９×２７（Ｈ）ｍｍ

ＲｏＨＳ指令： 基板、部品、半田付け全ての工程でＲｏＨＳ指令準拠仕様。

●ピン配置

【ＣＮ２】 書き込みポート

ピンヘッダ Ｂ３Ｂ－ＥＨ（ＬＦ）（ＳＮ） メーカー ＪＳＴ 実装済み ＣＰＵボードとの接続ケーブル添付

ハウジング ＥＨＲ－３ ピン ＢＥＨ－００１Ｔ－Ｐ０．６ メーカー ＪＳＴ

１ ＴＯＯＬ０

２ ＿ＲＥＳＥＴ

３ ＧＮＤ

【ＣＮ３】電源供給用コネクタ

ＵＳＢポートからの電源５ＶはＵＳＢポートの供給可能電流かつ、上限１Ａまで、＋３．３Ｖは２００ｍＡ（ＴＹＰＥ ２５℃）供給で

きます。

ピンヘッダ Ｂ２Ｂ－ＥＨ（ＬＦ）（ＳＮ） メーカー ＪＳＴ 実装済み ＣＰＵボートとの接続ケーブル添付

１ ＋５Ｖ（３．３Ｖ） ２ ＧＮＤ

パソコンのＵＳＢにつなげて下さい。

●使い方

１．本器のＵＳＢポートをＰＣのＵＳＢポートに接続する前に、電源を５Ｖで使用するか、３．３Ｖか決めて、それに従いＪＰ１のショ

ートピンを設定してください。ＵＳＢポートに接続すると1番初めだけ、デバイスドライバのインスツールが行われる場合があります。

ＦＴＤＩ社のＦＴ２３１ＸＳが使用されています。Ｗｉｎｄｏｗｓ１０以降のＰＣでは自動的にインスツールされます。

２．ルネサスフラッシュプログラマ基板のＣＮ２とＲＬ７８＿Ｇ２４＿１０１Ｇ６基板のＣＮ５を３Ｐの添付ケーブルで接続して下さい。

ＣＰＵボードに本器から電源を供給する場合、ＣＮ３－ＣＮ６間に２Ｐの添付ケーブルを接続してください。
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３．ＳＷ１をＷＲＩＴＥ側に倒します。

３．ルネサスフラッシュプログラマ（以降ＦＷＰ）を立ち上げます。

４．弊社のサイトからダウンロードできるＲＬ７８＿ｓａｍｐｌｅ１．ｌｚｈを、ホルダを例えばＷｏｒｋＳｐａｃｅホルダに解凍し、

入れます。

５．プロジェクトを開きます。

７．ＲＬ７８＿Ｇ２４＿１０１Ｇ６＿ｔｅｓｔ．ｒｐｊを開きます。
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８．拡張子ｒｐｊファイルは作成されたＰＣのディレクトリまで記録するので、書き込むプログラムファイルのディレクトリが初めは弊

社ＰＣになっています。ですので、お客様のＰＣとは異なりますので、ファイルの追加と削除を行います。

今あるファイルを除外し、

ご自身が解凍ファイルを入れたディレクトリを設定してください。

拡張子 ｍｏｔファイルを選択します。

この作業は解凍後初回だけ必要です。プログラムの終りに設定をセーブするか聞いてきますので、セーブすれば以降は不要です。
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９．ＣＯＭポートを合わせます。接続設定 → ツール詳細

ＵＳＢ ＳｅｒｉａｌＰｏｒｔを探します。私の環境ではＣＯＭ２９またはＣＯＭ３０でした（ＰＣにより異なります）

１０．ここまで設定したら 操作→スタート
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１１．正常終了がでればＯＫです。ＳＷ１をＲＵＮに倒すと＿ＲＥＳＥＴが解除されてマイコンが動作し始めます。

サンプルは基板上のＬＥＤ が点滅するプログラムです。

１２．異常終了した場合、以下を確認してください。

ａ）ＣＰＵボードに電源は入っていますか？

ｂ）ＳＷ１はＷＲＩＴＥになっていますか？

ｃ）ツール詳細 ＣＯＭポート番号は合っていますか？
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●オプション
ルネサスフラッシュプログラマで弊社のＲＬ７８＿１００６、ＲＬ７８＿１１７６基板を書き込むためのアダプタ基板です。

ルネサスフラッシュプログラマの操作方法はRL78_G24_101G6基板と同じです。ダウンロードファイルにＲＬ７８＿１００６用、ＲＬ７８

＿１１７６用 ＬＥＤ点滅プログラムがありますので、テスト出来ます。

写真はアダプタを使用してＲＬ７８＿１１７６ＣＰＵボードにプログラムを書き込んでいます。

アダプタ基板
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●使用上のご注意
１）環境の悪いところ（ノイズ、油、ほこり、塵、結露、－４０～８５℃以外の環境）での使用はお止め下さい。

●お問い合わせ
ルネサスフラッシュプログラマボードについてのお問い合わせは以下にお願い致します。

会社名 ホームページ（メールアドレス） 住所 他

有限会社ビーリバ

ーエレクトロニク

ス

http://beriver.co.jp/

メール info@beriver.co.jp

〒３５０－１２１３

埼玉県日高市高萩１１４１－

１

ハードウエア設計、製造元

■ 外形寸法図
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